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このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書は、本製品を正しく取り扱っていただくために必要な事項について記載されていますので、ご使用の前に 

必ずお読みください。 

 

安全上のご注意 
 

 使用環境条件 

本製品は下記の条件を満たす環境でご使用ください。環境条件を満たしていない場合、誤動作や故障、性能や寿命を 

低下させるおそれがあります。 

 周囲温度-10～+55℃、湿度 5～90％RH の範囲内の場所 

 ほこり、腐食性ガス、塩分、油煙の少ない場所 (腐食性ガス：SO2 / H2S など) 

 振動や衝撃のない場所 

 外来ノイズの少ない場所 

 標高 1000m 以下の場所 

 

 屋外盤での使用条件 

屋外盤で使用する場合、下記の事項にご注意ください。 

 本製品は、防塵、防水、防滴構造ではありません。塵埃の発生する場所は避け、雨や水滴が直接当たらない場所に 

設置してください。 

 直接日光が当たる場所には設置しないでください。本製品に直射日光が当たりますと銘板の変色及び劣化すること 

があります。また、表面の温度上昇によりケースが変形するおそれがあります。 

 

 取付・接続 

取付や配線を行うときは取扱説明書を参照のうえ、下記注意事項を守り専門技術を有する人が行ってください。 

 

 

 

 結線は結線図を確認のうえ、行ってください。不適切な結線は機器の故障や焼損、火災の原因となります。 

 活線作業は禁止してください。感電・機器の故障・焼損・火災・ガスなど爆発の原因となり大変危険です。 

 通電電流に適したサイズの電線を使用してください。不適切な電線の使用は火災のおそれがあります。 

 ねじの締付け後、締付け忘れがないことを確認してください。緩んだ状態は火災、誤動作の原因となります。 

 

 保守・点検 

 通電中の点検は、危険ですので行わないでください。 

 定期点検における交換部品はありません。 

 活線状態でやむを得ず出力を点検する際は、入力及び補助電源端子に出力配線及び人体が触れないように注意して 

ください。(電圧出力は短絡しないでください。電流出力は、オープンになると約 25V の電圧が発生します。) 

 清掃する場合、乾いた柔らかい布などで軽く拭き取ってください。 

アルコールなどの有機溶剤や化学薬品、クリーナーなどは使用しないでください。 

 

 保管 

長期間保管する場合は、下記のような場所で保管してください。 

 周囲温度-40～+70℃の範囲内の場所 

 日平均温度が 40℃を超えない場所 

 ほこり、腐食性ガス、塩分、油煙の少ない場所 

 振動や衝撃のない場所 

 製品にアルミ電解コンデンサを使用していますので、ご購入後なるべく 1年以内に電源通電をしてください。 

 

 故障時の処置 

故障の場合は原則、現品を引き取り修理することになります。 

 

 廃棄 

本製品を燃やしますと、環境に悪影響を与えます。本製品を廃棄する場合は一般産業廃棄物（不燃ゴミ）としてください。

本製品には水銀部品、ニッカド電池は使用していません。 

 

 保証期間 

保証期間はご注文主のご指定場所に納入後一年と致します。 
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1. 製品概要 

本製品は、JIS に基づく各種熱電対の熱起電力を入力とし、絶縁して温度に比例した直流信号に変換する、プラグイン

タイプの熱電温度トランスデューサです。 

各種熱電対の起電力をリニアライズ・スケーリングし、デジタルパネルメータ及び指示計等に合った電圧又は電流信号

に変換します。 

入力、出力、補助電源間は絶縁されていますので、コンピュータの入力保護として雑音の除去及びアイソレータとして

機能を有しています。また、リニアライザ回路及びバーンアウト回路を標準装備しています。 

出力信号は定電圧出力、定電流出力となっていますので、負荷抵抗の影響を受けません。 

 

 

2. 取扱説明 

2.1 外形寸法図 (単位：mm) 

端子配列については結線図をご参照ください。 

 
 
 

2.2 取付け時の注意事項 

取付けに際し設置場所の環境条件は機械的振動、塵埃及び腐食性ガスが少なく、また、付近に大電流母線や可飽和 

リアクトルなどによる強電磁界の影響がない屋内を選定してください。 

製品の寿命は周囲温度により影響を受けますので、高温多湿な場所への設置は避けてください。 

取付け姿勢は特に制限はありません。取付け方法は 35mm 幅 DIN レールによる取付けとねじによる取付けが選択でき 

ます。ねじ取付けの場合、M4 ねじで取付けてください。(ただし、ねじは付属しておりません。また、ねじの締付け

トルクは 1.0～1.3N･m としてください) 

横並び相互間隔及び上下間隔は放熱と配線スペースを考慮し、2.3 項「組合せ取付け寸法例」以上の空間を設けて 

ください。端子裸充電部と周囲の金属パネルとの空間距離は 10mm 以上確保してください。 
 
 

2.3 組合せ取付け寸法例 (単位 mm) 
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2.4 取付け 

2.4.1 DIN レールとの着脱方法 

<注意> 本体部をソケットから取外し又は取付けの際、危険防止のため必ず入力信号を遮断してから実施してください。 

(1) ソケット固定方法 

ソケット底面のスライダーを下側にして、爪を 

レールに引っ掛けてから、ソケット下部を図の 

矢印方向に押し込んで固定してください。 

 

 
     

(2) 本体とソケット固定方法 

本体のラベルの文字が正しく読める方向にして、 

まっすぐ差し込み、奥まで差し込んだ後にソケット 

についている黄色いストッパーで本体を固定してく 

ださい。 

 

(3) ソケットから本体を取り外す方法 

ストッパーを外し、本体をまっすぐ手前に引き 

抜いてください。 

 

 
 

(4) ソケットを外す方法 

ソケットのスライダーの溝にドライバーを差し込み、 

図の矢印方向に引きながらソケット下部を手前に 

引いて外してください。 

 

 

<注意> 本体を斜めに抜き差しすると端子が曲がり、ソケットとの接触不良などの障害の原因となります。 

 

 

2.4.2 ねじによる取付け 

ソケットのストッパーを外し、本体をまっすぐ手前に引き抜いてください。 

ソケットを M4 ねじで取付け、配線後に本体を取付けてください。 

(ただし、ねじは付属していません。ねじの締付けトルクは M4：1.00～1.30N･m) 
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2.5 結線図 

配線は「安全上のご注意」を参照し、結線図に従い正しく結線してください。 

 
 

 

2.6 結線時の注意事項 

トランスデューサの出力を直接遠方へ送る際、伝送線路に誘導雷サージなどの影響を受ける恐れのある場合でも、 

本製品には保護回路が内蔵していますので、本製品出力側への保護は不要です。 

なお、受信器側の機器を保護するために線間サージ保護器及び伝送線路と大地間に 500V 程度のアレスタなどを受信 

機器側へ設置してください。 

入力と出力の配線を分離し、ノイズに対する配慮を実施してください。 

また、ノイズ源となる電力線及び急峻な電圧、電流がある線とはできるだけ離してください。 

特に、ノイズの著しい環境下においてはシールド線をご使用ください。 

端子ねじの締付けトルクは M3.5 ねじで 0.7～0.9N･m です。 

 

 

2.7 取扱上の注意事項 

(1) 外部導線は指定範囲内でご使用ください。指定範囲を超えた場合、誤差が増大します。 

(2) 出力負荷は銘板表示負荷抵抗範囲内でご使用ください。 

負荷抵抗値の範囲を超えた場合は、誤出力となるばかりでなく本製品に負担がかかります。 

特に、電圧出力における出力短絡はできるだけ短時間に正常に戻してください。 

電流出力については出力オープンで使用しても、本製品が破損することはありません。 

(ただし、電流出力オープン時、端子電圧が約 25V 発生します) 

(3) 出力外部調整は BIAS：定格出力値の±5％、MAX.：出力値の±5％調整可能です。 

接続機器とのマッチングなどで調整が必要な場合のみご利用ください。 

調整には 2.3mm プラス又はマイナスのドライバーを使用してください。 

調整用 VR は強く回さないようにしてください。無理に回しますと破損し正しい計測ができなくなります。 

(4) 入力範囲を超えた入力信号が入力された場合、出力は約 120％までは直線的に増加しますが、約 150％でリミッタ

が動作し、2次側機器の破損を防止します。 

(5) 定電圧出力は負荷抵抗範囲より抵抗値が小さい場合又は、定電流出力では負荷抵抗範囲より抵抗値が大きい場合

に、著しい誤差を発生しますので、接続ケーブルを含めて負荷抵抗範囲内でご使用ください。 

(6) 補償導線について 
補償導線は熱電対とトランスデューサ端子の温度差を補償するものです。 

熱電対の種類により補償導線の色 (材質) が異なりますので、熱電対に合わせて補償導線をお選びください。 

(7) 外部抵抗範囲 
外部抵抗値とはトランスデューサに接続される熱電対と補償導線及び導線などを合わせた往復回路抵抗値です。 

外部抵抗範囲は 500Ω以下でご使用ください。 

(8) バーンアウト時の出力は、定格の約 1.5 倍のプラス出力となります。 
 

(  )内の極性は補助電源が DC の場合です。 
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2.8 第 1 出力の切替え 

出力切替機能付をご指定の場合、本体背面に第 1出力切替用のスイッチがついています。 

このスイッチにて DC4～20mA と DC1～5V の出力切替えが行えます。 

○ 切替え方法 

 

スイッチが 2 つとも左になっているときは DC1～5V 出力 

スイッチが 2 つとも右になっているときは DC4～20mA 出力 

 
 

<注意> 

スイッチを左・右又は右・左にして使用しないでください。 

誤出力の原因になります。 
 
 

 

2.9 電源投入及び遮断時の注意 

本製品は、集積回路 (IC) を使用していますので、電源投入時及び遮断時 (約 2～3 秒間) に内部供給電源が確立しな

い状態では IC が不安定動作領域となるため、入力に関係なく約 0.3 秒間出力 (電源投入直後及び遮断直後) する場合

があります。使用上問題となる場合には、あらかじめシステムで対策を実施してください。 

 

 

2.10 校正 

本製品はあらかじめ出力調整されていますので、特に校正の必要はありません。 

しかし、長年にわたる使用で出力がずれた場合には、以下の要領で調整してください。 

(1) R.J.C が取り付けてあることを確認してください。 

(2) 出力負荷は実負荷（銘板表示負荷抵抗範囲内）又は、それと同等の抵抗値の模擬負荷を接続してください。 

(3) 補助電源（定格）と、定格出力値の 50％相当の入力を印加し、15 分間通電してください。 

(4) 最小出力相当の入力を印加したとき、最小出力値となるように BIAS ADJ.を調整します。 

次に、定格出力相当の入力を印加したとき、定格出力値となるように MAX. ADJ.を調整します。 

(調整用ドライバー＝先端幅 1.8～2.3mm プラス又はマイナスライバー) 

(5) 最小出力が 0V（又は 0mA）以外のときは、（3）項の試験を 2～3回くり返し、正常出力になるまで調整してく 

ださい。 

(6) 入力範囲の主要な各点でリニアリティをご確認ください。 
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3. 動作原理 

3.1 回路構成図 

－6 

＋4 

5 

9 

バーンアウト

検出回路 

高入力抵抗 

増幅回路 

 
出力回路 

パルス幅 

復調回路 

絶縁 

トランス 

 
出力回路 

パルス幅 

復調回路 

1 (＋) 

2 (－) 

OUTPUT 1 

10 (＋) 

11 (－) 

OUTPUT 2 

絶縁 

電源回路 

7 (＋) 

8 (－) 

AUX. SUPPLY 

熱
電
対
Ｓ 

3 

(1) (3) (6) (7) (8) 

(7) (8) 

補
償
導
線 

室温 

補正回路 

(2) 

R･J･C 

リニアライザ 

回路 

(4) 

パルス幅 

変調回路 

(5) 

VCC 

 
 

 

3.2 動作説明 

(1) バーンアウト検出回路は熱電対の断線を検出し、出力を振り切らせる回路です。 

(2) 室温補正回路は、R･J･C (補償用センサ) にて入力端子温度を測定し、周囲温度の変化による起電力変化分を補 

正します。 

(3) R･J･C により起電力を補正された熱電対からの入力信号を、高入力抵抗増幅回路で入力信号に比例した一定電圧

に増幅します。 

(4) 熱電対からの起電力は直線性が無いため、リニアライザ回路にて温度に比例した電圧に変換します。 

(5) 温度に比例した入力信号は、パルス幅変調されパルス信号に変換します。 

(6) パルス幅変調回路のパルス信号は、絶縁トランスを通り復調回路に入力します。 

(7) 復調回路では、変調信号を復調し直流信号に平滑します。 

(8) 平滑された直流信号を、出力回路で定電圧・定電流信号として出力します。 
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4. 仕様及び性能 

4.1 仕様 

熱電対 

の種類 

標準入力 

範囲 
入力 第 1 出力 (負荷抵抗) 第 2 出力 (負荷抵抗) 補助電源 

B  7  ～  9   1  0～ 200℃  1  DC0～100mV(200Ω以上)  1  DC0～100mV(200Ω以上)  1  AC100V ±10％ 50/60Hz 

R  7  ～  9   2  0～ 300℃  2  DC0～1V   (200Ω以上)  2  DC0～1V   (200Ω以上)  2  AC110V ±10％ 50/60Hz 

S  7  ～  9   3  0～ 400℃  3  DC0～5V   (1kΩ以上)  3  DC0～5V   (1kΩ以上)  3  AC200V ±10％ 50/60Hz 

K  2  ～  8   4  0～ 500℃  4  DC0～10V  (2kΩ以上)  4  DC0～10V  (2kΩ以上)  4  AC220V ±10％ 50/60Hz 

E  1  ～  5   5  0～ 600℃  5  DC1～5V   (1kΩ以上)  5  DC1～5V   (1kΩ以上)  5  DC24V  ±10％  

J  1  ～  5   6  0～ 800℃  A  DC0～1mA  (12kΩ以下)  A  DC0～1mA  (7kΩ以下)  0  上記以外 

T  1  ～  2   7  0～1000℃  B  DC0～5mA  (2.4kΩ以下)  B  DC0～5mA  (1.4kΩ以下)  

   8  0～1200℃  C  DC0～10mA (1.2kΩ以下)  C  DC0～10mA (700Ω以下) 消費 VA(W) 

AC 電源：3.0VA 

DC 電源：3.5W    9  0～1400℃  D  DC0～16mA (750Ω以下)  D  DC0～16mA (430Ω以下) 

   0  上記以外  E  DC1～5mA  (2.4kΩ以下)  E  DC1～5mA  (1.4kΩ以下) 

    F  DC4～20mA (600Ω以下)  F  DC4～20mA (350Ω以下) 

    0  上記以外 (１)  0  上記以外 (１) 

   
 H  DC4～20mA (800Ω以下) 

     DC1～5V   (250kΩ以上) 
 5  DC1～5V   (1kΩ以上) 

 

 1  AC100V +10％,-15％ 

50/60Hz 

   
出力切替機能付 

 
 2  AC110V +10％,-15％ 

50/60Hz 

     
 3  AC200V +10％,-15％ 

50/60Hz 

     
 4  AC220V +10％,-15％ 

50/60Hz 

      5  DC24V +10％, -15％ 

注(１) 電圧出力は DC10mV～10V、電流出力は DC0.1～20mA までご相談に応じます。 

 

標準仕様 

項目 条件 

出力の外部調整 ±5％調整可能 

外部導線抵抗 往復 500Ω以下 

使用温湿度範囲 -10～+55℃ (年間平均温度 40℃以下) ，5～90％ RH (結露しないこと) 

保存温度範囲 -40～+70℃ 

外箱の材質 
本体 ABS(V-0) 

ソケット ガラス入り PBT 樹脂 

外観色 本体、ソケット：マンセル N1.5 (黒色) ，前面板：藍色 

質量 AC 電源：500g ，DC 電源：400g  

製品保証期間 製品納入後 1 年間 

 

 

4.2 形名指定事項 

WHTP2- (1) (2) (3) (4) (5) 

(1) 熱電対の種類 

(2) 入力 

(3) 第 1 出力 

(4) 第 2 出力 

(5) 補助電源 
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4.3 性能 (周囲温度 23℃) 

項目 条件 許容限度 

許容差 主要な各点。出力スパンに対する％ ±0.5％ 

応答時間 90％出力のステップ入力を加えたとき、最終定常出力値の 90％に納まる時間 0.5 秒以下 

出力リップル 出力スパンに対する P-P 1％P-P 以下 

自己加熱の影響 直後（1～3分後）と 30～35 分後における出力値の差 0.5％ 

温度の影響 23±10℃変化させたときの出力値の差 0.5％ 

負荷抵抗の影響 定格出力負荷範囲の最小値と最大値の差 0.25％ 

補助電源の影響 定格電圧と定格電圧変動範囲の上限及び下限に変化させたときの出力値の差 0.25％ 

外部導線の影響 外部導線を 0～500Ω変化させたときの出力値の差 0.5％ 

準拠規格 JIS C 1111：1989 に準拠 － 

瞬時過負荷 補助電源 定格電圧の 1.5 倍 10 秒間 異常なし 

連続過負荷 補助電源 定格電圧の 1.2 倍連続 異常なし 

絶縁抵抗 

電気回路一括と外箱（アース）間 

DC500V 50MΩ以上 
入力端子と出力端子間 

入力・出力端子と補助電源端子相互間 

第１出力と第 2出力端子間 

耐電圧 

電気回路一括と外箱（アース）間 

AC2000V (50/60Hz) 1 分間 
異常なし 

入力端子と出力端子間 

入力・出力端子と補助電源端子相互間 

第１出力と第 2出力端子間 AC1000V (50/60Hz) 1 分間 

インパルス耐電圧 電気回路一括と外箱（アース）間 5kV 1.2/50μs (正負極性) 各 3回 異常なし 

衝撃 X，Y，Z方向に対し、490m/s2 の衝撃を各 3 回加える 0.5％ 

振動 
X, Y, Z 方向に、振動数 16.7Hz, 複振幅 4mm（約 19.6m/s2）の振動を各 1時間 

加える 
0.5％ 
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4.4 用語 

(1) 標準試験状態 

プラグインシリーズの試験は、下記の条件にて実施します。この状態との違いによる変動は影響とし規定します。 

  周囲温度：23±5℃、相対湿度：40～75％ 

  出力負荷：電流出力は最大負荷抵抗値の 1/2、電圧出力は最小負荷抵抗値の 2倍 

  補助電源：定格電圧、定格周波数 (AC 電源) 

  ウォームアップ：15 分以上 

(2) 許容差 

標準試験状態において許容される百分率誤差の限界 

  誤差：出力の真値から出力基準値を引いた値 

  百分率誤差：誤差を出力スパンで除し％で示します。 

(3) 影響 

一つの影響量を基準出力から変えたときトランスデューサに生ずる出力変化。影響の限度は出力スパンに対する 

百分率で表示します。 

(4) 出力リップル 

入力が定常状態のとき、出力に生ずるリップルで、リップル分のピーク･ピーク値とスパンの比を百分率で表わし

ます。 

(5) 応答時間 

入力がある一定値からほかの一定値に急激に変化したとき（ステップ入力という）出力が最終定常値の特性範囲内

に達するまでの時間です。 

   (6) 直線性 

温度の入力値と出力との誤差、限界は出力スパンに対する百分率で表示します。 

(7) リニアライザ回路 

熱電対の熱起電力は、温度に比例していないため、リニアライザにて温度に比例した出力に変換します。 

リニアライザは出荷調整されますので、出荷後の調整は不要です。 

(8) バーンアウト 

熱電対の断線を検出して、出力を (＋) 側に振り切れさせます。指定により (－) 側振り切れも製作します。 

(9) 冷接点補償回路 (右図参照) 

熱電対は、原理上 V(T1℃)－V(T2℃) に相当する 

熱起電力を Vin として発生しています。 

補償用センサにて T2℃に相当する熱起電力を 

補償します。 

(10) 補償導線について 

補償導線は熱電対端子とトランスデューサ端子の 

温度差を補償するものです。 

熱電対の種類により補償導線の色 (材質) が異な 

りますので、熱電対に合わせて補償導線をお選び 

ください。また、接続の際は、＋，－の極性を合 

わせてください。 

 

 

Vin 

＋ 

－ 

補償用センサ 

(R.J.C) 

熱電対端子 

＋ 

－ 

V(T1℃) 

V(T2℃) 

熱電対 補償導線 トランスデューサ 



WHTP-204-442 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
本      社   住  所：〒１２１－８６３９  東京都足立区一ツ家一丁目１１番１３号 

(東京営業所)  電  話：０３（ ３８８５ ）２４１１ (代表) 

              ＦＡＸ：０３（ ３８５８ ）３９６６ 

 京都営業所   住  所：〒６１０－０１１４  京都府城陽市市辺西川原１－１９ 

              電  話：０７７４（ ５５ ）１３９１ (代表) 

              ＦＡＸ：０７７４（ ５４ ）１３５３ 

       作成 2023/ 8 / 8   Rev. B 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.5
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


